
  
  ドベネックの要素樽の初期史

  誌名 日本土壌肥料學雜誌 = Journal of the science of soil and manure, Japan
ISSN 00290610
著者名 松永,俊朗
発行元 日本土壌肥料學會
巻/号 87巻2号
掲載ページ p. 146-146
発行年月 2016年4月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



146 

資料

ドベネ ック の要素樽の初期史

松永俊朗

キ ワード ドベネ ックの要素樽，最小律，船津常吉

施肥法の原理の一つに，ある土壌での作物の生育収量は，必

要な要素(因子)の中で最も不足している要素により支配され

るという[最小律Jがある. ドベネ ックの要素樽(図 1)は，
その最小律を巧みに説明した図として知られている(村山，

1976).樽の水量(収量)は，水が漏れている側板(最も不足

している要素)により限定されることが示されている.本稿では，

そのドベネックの要素樽の初期史について簡単に紹介したい.

Groger (2010)によると，要素樽の図は， 1903年に初めて，

ドイツの“I1lustrierteLandwirtschaftliche Zeitung" (農業画

報，筆者訳)に“UnsereMinimum-Tonne"として発表された.

その図は， Groger (2010)の報告の“Abb.2"に引用されて

いる.作者名の記載はなく，同誌の責任編集者がHansArnold

von Dobeneckということのようである.その要素樽が，わが

国の文献に最初に現れるのは，調べた限りでは [通俗実験肥料

講義J(船津， 1912)である(図 1).そこには「最近ドベネ ッ
ク氏は此法則(リーピッヒ氏養分最小律，筆者注)を平易に説

かんが為に，最小養分樽なるものを考案しJとある.樽の側板
ごとの高低や要素名など図の類似性から見ると，船津の要素樽

の原典は，“I1lustrierteLandwirtschaftliche Zeitung"ではな

く“Noteson Soils"の図 (Whitsonand Walster， 1909)と思

図1 ドベネ ックの要素樽併合津， 1912) 
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われる.“Noteson Soils"には，要素樽の図は“devicedby Dr. 

Dobenecks"とあるので，船津は[ドベネック氏が考案Jと記
したのであろう.何にせよ，要素樽の図は， 1903年に初めてド

イツで世に出てから 10年経たないうちに，わが国にもたらされ

たということになる.

どの要素を， 制限要素として低い側板に割り当てるか

は，関谷 (1984)が指摘しているように，著者の考え方を

反映している. 低い順に3番固まで上げると，“I1lustrierte

Landwirtschaftliche Zeitung では，Wasser (水分)， 

Stickstoff (窒素)， Warme (温度)，“Notes on Soils"では，

Nitrogen， Water， Phosphoric acidである.一方， 1通俗実験肥
料講義jでは，窒素，燐酸，加里のI[買であり，水田稲作が中心

の当時の日本農業を反映しているものと思われる.また，要素

樽の呼称として，世界的にはminimumbarrelという言い方が

一般的で，人名が付く場合も Liebig'sbarrelのようにJustus

Liebigの名前が使われるようである.それに対して，わが国で

はドベネックの要素樽などとドベネックの名前が広く使われて

おり，これは船津の本の影響かもしれない

最後に，明治時代末に，いち早く要素樽を載せた肥料学の本を

著した船津常吉(1883-1948)について，略歴を紹介しておく(百

年誌編集委員会， 1978).船津は，京都市に生まれ， 1904年に第

一高等学校， 1907年に東京帝国大学農科大学農芸化学科を卒業

した.その後，富山県立農学校，滋賀県立長浜農学校などの教

諭を歴任し，その聞に「通俗実験肥料講義J，1最新肥料学教科書J
などを著した.1916年には島根県立農林学校の校長に任ぜられ，

その聞に「通俗土壌学講義lを出版した.その後， 1919~ 1937 

年の長きにわたって，福岡県立福岡農学校の校長の職にあった.

農業教育者として，職業人生を全うしたと言えよう.
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